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[bookmark: _Hlk112662118]第80回　発電用設備規格委員会　核融合専門委員会　議事録

1．日時	：2022年　12月7日（水）13:00～16:30
2．場所	：WebexによるWeb会議
3．出席者：委員9名、欠席者3名、オブザーバー5名
橋爪委員長（東北大）、中平副委員長（QST）、鈴木幹事（日立）、中曽根（東京理科大）、中村(IHI検査計測)、戸張(QST)、澁鍬（IHI） 、山田（金属技研）、折田(三菱重工)
欠席者：中田（金沢工大）、稲垣(東芝ESS) 、一ノ瀬（昭和電工マテリアルズ・テクノサービス）
オブザーバー：角舘(QST)、宇藤(QST)、黒木(QST)、石川（QST）、中嶋(NAT)
（以上敬称略）

4.配布資料
資料80-1	第80回核融合専門委員会議事次第（案）
資料80-2	第80回核融合専門委員会配布資料リスト
資料80-3	第79回発電用設備規格委員会　核融合専門委員会　議事録（案）
資料80-4	第93回規格委幹事会議事録案
資料80-5	第25回金属構造物分科会活動報告
資料80-5-1	第25回金属構造物分科会議事録（案）
資料80-5-2	核融合原型炉に向けた構造規格の検討状況
資料80-6	専門委投票No47に対するご意見への対応状況
資料80-6-1	①書面投票でいただいたご意見に対する回答2
資料80-6-2	②ご意見に対する回答2
資料80-6-3	協議中の項目について
資料80-7	ITER状況報告
資料80-8	金属構造物分科会委員について
資料80-8-1	金属構造物分科会委員名簿
資料80-9	核融合専門委員会委員について
資料80-9-1	核融合専門委員会委員名簿



5. 議事
(1) 開会
橋爪委員長より開会が宣言された。

(2) 議事次第、配布資料確認 【資料80-1、80-2】
議事次第案の確認、および配付資料に過不足がないことを確認した。
資料の配布方法について、E-mailやCSキャビネットではなくWebリンク先からのダウンロード等の方法を導入できないかとの依頼があり、事務局側で提案し、各委員の受入可否を伺うこととした。

(3) 前回議事録案の承認 【資料80-3】
第79回発電用設備規格委員会 核融合専門委員会議事録（案）の確認を行った。事前確認の際に指摘があったヘッダーの誤記を修正した版を提示し、他にコメントがあれば本会終了までに連絡頂くこととした。（特段のコメントは無く、同議事録案は承認された。）

(4) 報告事項
(4-1) 第93回規格委員会幹事会報告 【資料80-4】
戸張委員より第103回規格委員会の議事録案が未配信のため、2022年10月26日(水)に開催された第93回規格委員会幹事会に関する報告がなされた。また、中平副委員長より、核融合に関連したISO規格の新規提案の国内レビュー対応について補足があり、電気協会からの問い合わせ先を現行の機械学会 核融合専門委員会から量子科学技術研究開発機構（QST）の原型炉チームとすること、現在問い合わせが来ている6件については機械学会で対応する旨の報告があった。

[bookmark: _Hlk126313570](4-2) 第25回金属構造物分科会活動報告 【資料80-5、80-5-1、80-5-2】
角舘氏より、核融合原型炉に向けた構造規格の検討状況が報告された。分科会での協議事項を随時、核融合専門委員会で取り上げて協議を行っていくこととした。

(5） 審議事項
（5-1） 委員の新任・再任・退任
1 金属構造物分科会委員の再任【資料80-8】
· 佐藤委員、宇藤委員の再任が承認された。
2 金属構造物分科会委員の新任【資料80-8】
· 北村委員の後任として近藤氏が推薦されたが、推薦書等の不備があり、承認は次回とした。
3 核融合専門委員会委員の再任【資料80-9】
· 中村委員の再任を推薦することが承認された。

[bookmark: _Hlk119941704](5-2) 専門委投票No47に対するご意見への対応 【資料80-6、80-6-1、80-6-2、80-6-3】
石川氏、黒木氏より、専門委投票No47に対するご意見への対応状況、ご意見に対する回答の説明がなされ、懸案事項は全て了承頂いた。本会での了承事項を反映した規格条文、技術背景を質問者に送付し合意の上、再投票を実施することとなった。主な協議内容は以下のとおり。
· ひずみの測定点数の表裏各1点は少ないとのコメントに対し、JISに従った内容としており、非金属構造物分科会においてもJIS以上のことは書けないとの結論に至ったとの説明がなされ了承いただいた。
· 圧縮試験のひずみ測定について、試験片の曲げの影響をJIS K7018に従い対処する旨を本文に記述するよう意見があり、追記することとした。
· ポアソン効果による周方向応力については、薄肉円筒を前提にしており、軸方向に外力が加わった際に周方向にひずみは発生するが、応力は発生しないことが確認され、式(FN-3221-1)は、書面投票版の通りで良いとの結論となった。
· 式（FN-3222）で用いるヤング率、ポアソン比に関して、平均値ではなくばらつきを考慮した値を使用することとなった。
· （平均値-3σ）によりばらつきを考慮するとの説明に対し、係数3は10%点の1.28程度でも良いとの意見があった。これに対し、ヤング率やポアソン比はひずみから求める値であるので、同じひずみデータから求める0.05%オフセット応力の下限値を求める際の係数と同じにしたいとの説明があり、係数を3とすることで了承を得た。

(6)　その他
(6-1) ITER状況報告 【資料80-7】
中平副委員長より、ITER計画の進捗として、新機構長就任、日本が調達したトロイダル磁場コイルの現地組立作業等について報告がなされた。

(6-2) 次回日程
次回の第81回核融合専門委員会は、2023年2月24日(金)、27日(月)の何れかにWeb会議で実施することとなった。

以上
3

